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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

広報はくば
衆議院議員総選挙について………………… 2
しろうま保育園園児募集について………… 6
機密文書を回収します……………………… 8

館報はくば
信州の伝統芸能フェスティバル………………………… １
村の文化財めぐり特集…………………………………… ２
図書館だより……………………………………………… ４

はくば
広報

8月12日（木曜日）に東京2020パラリンピック聖火フェスティバルの採火式が青鬼
地区のお善鬼の館で開催されました。
白馬村の無形文化財である「火揉みの神事」により起こされた火は、県内各地や全国で
起こされた火と合わさり、東京2020パラリンピックの開会式で聖火台に点火されました。
パラリンピック聖火リレーのコンセプトである「あなたは、きっと、誰かの光だ」とい
う言葉のとおり、一人ひとりが互いの価値や輝きを認め合う共生社会の実現を願います。

92021
Vol.540

※広報はくばでは毎月表紙写真を公募しています。※時節に合わない等により採用できない場合もありますが、御了承ください。
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■
期
日
前
投
票
に
係
る
宣
誓
書
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、期
日

前
投
票
を
行
う
方
は
、公
示
後
に
郵
送
で
ご
自
宅
に
届

く
入
場
券
裏
面
の「
期
日
前
投
票
宣
誓
書（
兼
宣
誓
書
）」

を
ご
自
宅
等
で
記
入
の
上
、期
日
前
投
票
所
へ
お
越
し

い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※�

従
来
の
よ
う
に
期
日
前
投
票
所
で
宣
誓
書
を
記
入
し

て
い
た
だ
く
と
、密
集
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
す
。

・�

日
付
、住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、理
由
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
て
選
挙
期

日
に
投
票
が
で
き
な
い
場
合
は
、「
６
、□
天
災
ま
た
は

悪
天
候
に

よ
り
投
票

所
に
到
達

す
る
こ
と

が
困
難
」

に
レ
を
付

し
て
く
だ

さ
い
。

・�

宣
誓
書
の

様
式
は
見

本
で
す
。

実
際
の
も

の
と
は
文

言
等
が
異

な
る
場
合

が
あ
り
ま

す
。

現
段
階（
8
月
末
現
在
）で
は
、期
日
は
未
定
で
す
が
、こ

の
10
月
又
は
11
月
に
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
が
執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
私
た
ち
の
未

来
を
託
す
と
て
も
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く

必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、期
日
が
決
ま
り
次
第
、白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
秋
に
執
行
予
定
の
衆
議
院
議

員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査
に
つ
い
て

第 1投票所 白馬村保健福祉ふれあいセン
ター

白馬町・深空・八方口・大出・
蕨平・嶺方

第 2投票所 森上基幹センター※ 森上・塩島・通・立の間・青鬼・
野平

第 5投票所 白馬村農業体験実習館 飯田・飯森・めいてつ
第 6投票所 沢渡公民館 内山・佐野・沢渡
第 7投票所 堀之内地区高齢者支え合いセンター 三日市場・堀之内
第 8投票所 八方文化会館 八方・和田野・山麓
第 9投票所 新田公民館 新田・どんぐり・切久保・落倉
第 10投票所 瑞穂農業生活改善センター 瑞穂・エコーランド・みそら野
※投票所変更

■
投
票
所
一
覧

　

第
２
投
票
所
が

施
設
の
建
替
え
工

事
に
よ
り
、今
回
の

選
挙
で
は
森
上
基

幹
セ
ン
タ
ー
へ
変

更
に
な
っ
て
い
ま

す
。
森
上
区
、
塩
島

区
、通
区
、立
の
間

区
、
青
鬼
区
、
野
平

区
の
皆
様
は
お
間

違
え
の
無
い
よ
う

に
お
願
い
致
し
ま

す
。

■
投
票
方
法
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４  

濃
厚
接
触
者
の
方
の
投
票
に
つ
い
て

◆�

濃
厚
接
触
者
の
方
は
、特
例
郵
便
等
投
票
の
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
投
票
の
た
め
に
外
出
す
る
こ
と
は「
不
要
不
急

の
外
出
」に
は
当
た
ら
ず
、投
票
所
等
に
お
い
て

投
票
し
て
い
た
だ
い
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん

が
、事
前
に
大
町
保
健
所
又
は
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

１ 

特
例
郵
便
等
投
票
の
対
象
と
な
る
方

◆�「
特
定
患
者
等
」に
該
当
す
る
選
挙
人
で
、投
票
用
紙
等
の
請
求

時
に
お
い
て
、外
出
自
粛
要
請
又
は
隔
離
・
停
留
の
措
置
に
係

る
期
間
が
選
挙
期
日
の
公
示
日
の
翌
日
か
ら
選
挙
当
日
ま
で

の
期
間
に
か
か
る
と
見
込
ま
れ
る
方
は
、特
例
郵
便
等
投
票
が

で
き
ま
す
。

　
「
特
定
患
者
等
」と
は
、

　
①�

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

す
る
法
律
第
44
条
の
３
第
２
項
又
は
検
疫
法
第
14
条
第
１

項
第
３
号
の
規
定
に
よ
る
外
出
自
粛
要
請
を
受
け
た
方

　
②�

検
疫
法
第
14
条
第
１
項
第
１
号
又
は
第
２
号
に
掲
げ
る
措

置
に
よ
り
宿
泊
施
設
内
に
収
容
さ
れ
て
い
る
方

   お問合せ　選挙管理委員会（総務課）　電話：0261-72-7002

※総務省ホームページより抜粋

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
宿
泊・
自

宅
療
養
等
さ
れ
る
方
は
特
例
郵
便
等
投
票

が
で
き
ま
す

２ 

手
続
の
概
要

◆�

特
例
郵
便
等
投
票
の
対
象
と
な
る
方
で
希
望

を
さ
れ
る
方
は
、選
挙
期
日（
投
票
日
当
日
）の

４
日
前
ま
で
に（
必
着
）、選
挙
管
理
委
員
会
に

「
１
①
の
外
出
自
粛
要
請
、又
は
１
②
の
隔
離
・

停
留
の
措
置
に
係
る
書
面（
以
下「
外
出
自
粛

要
請
等
の
書
面
」）」を
添
付
し
た「
請
求
書
」を

郵
便
等
で
投
票
用
紙
等
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

◆�「
外
出
自
粛
要
請
等
の
書
面
」が
交
付
さ
れ
て

い
な
い
等
、「
外
出
自
粛
要
請
等
の
書
面
」を
添

付
で
き
な
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、そ

の
旨
の
理
由
を
付
し
て「
請
求
書
」に
ご
記
載

く
だ
さ
い
。請
求
を
受
け
た
選
挙
管
理
委
員
会

が
保
健
所
等
か
ら
、特
例
郵
便
等
投
票
の
対
象

者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
れ
ば
当
該
書
面

の
添
付
が
な
く
て
も
投
票
用
紙
等
を
請
求
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

３ 

注
意
事
項

◆�
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、特
例
郵
便
等
投

票
の
手
続
を
行
う
際
に
は
、手
洗
い
、ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
、マ
ス
ク
・
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
着
用
、封
筒

を
透
明
ビ
ニ
ー
ル
ケ
ー
ス
等
に
入
れ
て
同
居

人
等
に
よ
っ
て
投
函
す
る
等
の
対
策
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
総
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
手
続
説
明
動
画
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
特
例
郵
便
等
投
票
手
続

説
明
動
画

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/senkyo/
senkyo_s/new

s/tokurei_yuubin.htm
l
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【eLTAXに関するお問合せ】　eLTAXサポートdesk（ヘルプデスク） 電話:0570-081459（受付時間:平日8時30分〜20時00分）
【認可地縁団体の認可に関する問合せ】　白馬村役場総務課　電話:0261-72-7002　【税に関する問合せ】　白馬村役場税務課　電話:0261-85-0712

「
つ
な
が
り
市
場
」
は
、「
Y
o
u
k
o
s
o
」

の
植
田
さ
ん
が
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
L
A
N
D�

S
T
A
T
I
O
N�

H
A
K
U
B
A
で
毎
週
土
曜
と
日

曜
に
行
わ
れ
る
週
末
マ
ル
シ
ェ
に
出
店
す
る
た
め
に
、

仲
間
と
作
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
中
心
に
固
定
種
・
在
来
種
野
菜
を
生

産
し
て
い
る
植
田
さ
ん
を
は
じ
め
、「
倉
リ
農
園
」で

ア
ス
パ
ラ
を
作
る
澤
西
さ
ん
、イ
タ
リ
ア
ン
ト
マ
ト

や
変
わ
っ
た
ト
マ
ト
を
、農
薬
不
使
用
、植
物
性
肥
料

で
栽
培
す
る
西
澤
さ
ん
、多
品
目
少
数
の
野
菜
を
無

農
薬
の
自
然
栽
培
で
作
る「
お
ひ
さ
ま
農
園
」の
黒
田

さ
ん
、農
薬
・
肥
料
不
使
用
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
生
産

す
る「
よ
ね
だ
さ
ん
ち
」の
米
田
さ
ん
と
、そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
生
か
し
た
野
菜
を
集
め
販
売
し
て
い
ま
す
。

各
メ
ン
バ
ー
こ
だ
わ
り
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、共
通

し
て
い
る
の
は
、心
地
よ
い
食
の
あ
る
暮
ら
し
を
多

く
の
人
た
ち
と
共
有
し
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。

週
末
マ
ル
シ
ェ
だ
け
で
な
く
、地
元
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
、

各
メ
ン
バ
ー
は
堀
之
内
＆
三
日
市
場
・
木
曜
マ
ー
ケ
ッ

ト
、A
コ
ー
プ
や
道
の
駅
白
馬
等
に
出
店
し
て
い
ま

す
。
販
売
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
た
ら
、地
球
の

こ
と
を
少
し
考
え
て
手
に
取
っ
て
み
る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

倉
リ
農
園
の
澤
西
さ
ん
は
、
こ

う
言
っ
て
い
ま
す
。「
有
機
農
業

だ
と
構
え
ず
に
、
家
庭
菜
園
の
延

長
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
。
安

心
し
て
食
べ
ら
れ
る
野
菜
を
丁
寧

に
育
て
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な

開
発
目
標
S
D
G
s
の
達
成
に
も

貢
献
で
き
る
の
が
有
機
農
業
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。
白
馬
村
で
買
え

る
野
菜
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

我
々
の
野
菜
を
気
に
と
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

澤
西
さ
ん
が
運
営
し
て
い
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
白
馬
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
」で
は
、つ
な
が
り
市
場
の
野
菜

販
売
情
報
も
確
認
で
き
ま
す
。

   お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

キ
ラ
リ
☆
農
業
人　
や
さ
し
い
野
菜
を
身
近
に「
つ
な
が
り
市
場
」

http://hakubaorganic.bookmarks.jp/
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■
納
付
方
法
・
納
付
場
所

村
税
・
料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て   お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714　税務課　電話：0261-85-0712　住民課　電話：0261-85-0715

上下
水道料金

後期高齢者
医療保険料

国民健康
保険税

口座振替 ◯ ◯ ◯
現金払

（金融機関及び役場会計室） ◯ ◯ ◯
現金払

（コンビニエンスストア） ◯ − ◯
クレジットカード決済　※ 1

（税務課窓口及びインターネット） − − ◯
スマートフォン決裁

（PayPay または LINE Pay） − − ◯

9
月
納
期
の
村
税
及
び
料
金

国
民
健
康
保
険
税	

第
４
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料	

第
２
期
分

上
下
水
道
料
金	

９
月
請
求
分

納期限及び口座振替日

9
27月

※1：税務課窓口では3.24%、インターネットでは税額に応じた手数料が別途かかります。

法
人
村
民
税
に
は
、国
税
と
し
て
申
告

し
た
法
人
税
額
を
課
税
標
準
と
す
る
法
人

税
割
と
、資
本
金
等
の
額
と
従
業
員
数
に

よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
均
等
割
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
合
計
額
を
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら

原
則
２
カ
月
以
内
に
申
告
し
て
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

新
た
に
法
人
を
設
立
さ
れ
た
場
合
、白

馬
村
内
に
開
設
さ
れ
た
場
合
、
登
録
事

項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、法
人
設
立

異
動
届
等
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

（
例
）法
人
の
新
規
設
立
、事
務
所
・
事
業
所

の
開
設（
休
業
）、申
告
納
付
期
限
延
長
等

（
※
届
出
書
の
様
式
は
税
務
課
窓
口
又
は

白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。）

便
利
で
簡
単
な
電
子
申
告
・
納
税
し
ま
せ
ん
か

◆�

白
馬
村
で
は
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム（
e
L
T
A
X
：
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）を
利

用
し
た
納
付
及
び
電
子
申
告
を
推
進
し

て
い
ま
す
。異
動
届
・
申
告
書
の
提
出
か

ら
納
税
ま
で
幅
広
く
ご
利
用
で
き
ま
す
。

◆
こ
ん
な
に
便
利
で
す

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
宅
や
職
場
か
ら

簡
単
に
申
告
で
き
ま
す
。

・�

市
販
の
税
務
・
会
計
ソ
フ
ト（
※
）の
デ
ー

タ
も
そ
の
ま
ま
申
告
で
き
ま
す
。

・�

e
L
T
A
X
用
ソ
フ
ト「
P
C
d
e
s
k
」

で
申
告
書
作
成
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

※�

e
L
T
A
X
対
応
ソ
フ
ト
に
限
り
ま
す
。

◆
e
L
T
A
X
の
ご
利
用
案
内

　
電
子
申
告
の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
の
手

続
き
は
、e
L
T
A
X
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

村
税
の
電
子
申
告
受
付
時
間（
e
L
T
A
X

利
用
可
能
時
間
）は
、月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝

日
等
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

８
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ　
◆
◇
認
可
地
縁
団
体
◇
◆

村
内
行
政
区（
自
治
会
等
）の
中
に
は
、

認
可
地
縁
団
体
へ
の
移
行
を
検
討
さ
れ
て

い
る
地
区
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
認
可
地
縁
団
体
は
、村
内
の
一
定
の
区

域
に
住
所
を
有
す
る
者
の
地
縁
に
基
づ
い

て
形
成
さ
れ
た
団
体
で
、一
定
の
手
続
き

を
経
て
村
長
が
認
可
す
る
こ
と
で
法
人
格

を
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
村
内
で
は

現
在
、堀
之
内
・
エ
コ
ー
ラ
ン
ド
・
塩
島
・
新

田
の
４
地
区
が
認
可
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
行
政
区
は
、「
権
利
能
力
な
き

社
団
」と
位
置
付
け
ら
れ
、法
人
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

土
地
や
公
民
館
等
の
財
産
を
持
っ
て
い
る

場
合
、当
該
団
体
の
名
義
で
不
動
産
登
記

が
不
可
能
で
し
た
。
そ
の
た
め
、不
動
産
の

登
記
名
義
を
当
該
地
区
の
区
長
個
人
や
役

員
の
共
有
名
義
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、当
該
名
義
人
の
死
亡
に

よ
る
相
続
問
題
や
、債
権
者
に
よ
る
不
動

産
の
差
押
え
等
の
財
産
上
の
問
題
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
認
可
制
度
は
、こ
の
よ
う
な
問
題

を
解
消
す
る
た
め
、不
動
産
を
保
有
ま
た

は
保
有
を
予
定
し
て
い
る
行
政
区
に
法
人

格
を
与
え
、当
該
団
体
名
義
で
の
不
動
産

登
記
等
を
可
能
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
、平
成
３
年
４
月
の
地
方
自
治
法
改

正
に
よ
り
新
た
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

※�

人
格
の
な
い
社
団
等
・
・
・
法
人
格
は
あ
り

ま
せ
ん
が
法
人
と
同
様
の
活
動
を
し
て
い

る
団
体
を
い
い
ま
す
。行
政
区
は
こ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。

※�

収
益
事
業
・
・
・
請
負
業
・
不
動
産
業
そ
の
他

の
政
令
で
定
め
る
事
業
で
、継
続
し
て
事
業

場
を
設
け
て
行
わ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

◆�

認
可
地
縁
団
体
に
お
け
る
設
立
・
減
免

の
手
続
き
に
つ
い
て

認
可
地
縁
団
体
の
認
可
を
受
け
た
団
体

に
つ
い
て
、法
人
設
立
・
設
置
届
の
ご
提
出

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
減
免
申
請
書
に

つ
き
ま
し
て
は
、法
人
設
立
届
け
の
ご
提

出
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。

【
提
出
書
類
】①
法
人
設
立
・
設
置
届
出
書

　
②
自
治
会
規
約（
写
）　
③
認
可
書（
写
）

※�

法
人
設
立
の
届
け
は
、県
税
事
務
所
へ
の

届
け
と
収
益
事
業
が
あ
れ
ば
税
務
署
へ
の

届
け
が
必
要
で
す
。手
続
き
に
関
し
ま
し

て
は
、各
機
関
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
る
ほ
ど
！
村
税
情
報

   【eLTAXに関するお問合せ】　eLTAXサポートdesk（ヘルプデスク） 電話:0570-081459（受付時間:平日8時30分〜20時00分）
【認可地縁団体の認可に関する問合せ】　白馬村役場総務課　電話:0261-72-7002　【税に関する問合せ】　白馬村役場税務課　電話:0261-85-0712

法
人
格
不
動
産

の
登
記
法
人
村
民
税
の
課
税

認
可
地

縁
団
体

〇

〇

〇
（
収
益
事
業
を
行

わ
な
い
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
均
等
割
が

減
免
と
な
り
ま
す
。）

人
格
の

な
い
社

団
等

×

×

〇
（
収
益
事
業
を
行

わ
な
い
場
合
は
、
非

課
税
と
な
り
ま
す
。）

◆
認
可
地
縁
団
体
と
人
格
の
な
い
社
団
等
と
の
違
い

Vol.6

法
人
村
民
税
に
つ
い
て
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長
野
県
で
は
、県
民
の
皆
様
が
行
う
太
陽
光

発
電
設
備
と
蓄
電
池
の
設
置
を
応
援
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

自
己
居
住
用
の
既
存
住
宅
に「
信
州
の
屋
根

ソ
ー
ラ
ー
認
定
事
業
者
」の
販
売
・
施
工
に
よ
り
、

①�

太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
池
を
同
時
に
設
置

す
る
方

②
蓄
電
池
の
み
を
設
置
す
る
方

＊�

太
陽
光
発
電
設
備
は
10
k
W
未
満
の
も
の
、

蓄
電
池
は
４
k
W
h
以
上
の
も
の
が
対
象
で

す
【
補
助
額
】

　

１
戸
当
た
り
20
万
円（
蓄
電
池
の
設
置
の
み

の
場
合
15
万
円
）

＊�

グ
ル
ー
プ
・
パ
ワ
ー
・
チ
ョ
イ
ス（
共
同
購
入

事
業
）と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

【
申
込
開
始
日
】

７
月
16
日（
金
曜
日
）か
ら

長
野
県
か
ら

「
既
存
住
宅
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
化

補
助
金
」の
お
知
ら
せ

お問合せ・お申込み　北アルプス地域振興局環境課　電話：0261-23-6563

　

保
育
園
は
、児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、保
護
者
の
皆

さ
ん
が
働
い
て
い
る
、ま
た
は
、病
気
や
出
産
な
ど
の

た
め
に
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
子
さ

ん
を
、毎
日
一
定
の
時
間
、保
護
者
の
か
わ
り
に
保
育

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
村
で
は
、令
和
４
年
度（
２
０
２
２
年
度
）の
保
育
園

入
園
説
明
会
と
入
園
申
込
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。お
子
さ
ん
の
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

⃝
入
園
説
明
会

令
和
３
年
10
月
１
日（
金
曜
日
）午
前
10
時
か
ら

白
馬
村
多
目
的
研
修
集
会
施
設　
多
目
的
ホ
ー
ル

同
じ
会
場
で
家
庭
的
保
育
施
設
の
F
a
m
i
l
i
a�

H
a
k
u
b
a
と
、
白
馬
幼
稚
園
の
入
園
説
明
会

も
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

３
階
に
託
児
室
を
ご
用
意
し
ま
す
。

　
※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

発
熱
等
が
あ
る
場
合
は
来
場
を
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。ま
た
、託
児
に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、ご
家
庭
で
対
応
で
き
る

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
※�

現
在
し
ろ
う
ま
保
育
園
に
入
園
さ
れ
て
い
る
方

は
、説
明
会
に
来
場
さ
れ
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
　

�（
説
明
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、入
園
の
審
査
へ

の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、申
請
書
に
つ
い
て
は

申
込
み
期
間
中
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。）

⃝
入
園
申
込
受
付

日

時
：�

令
和
３
年
10
月
11
日（
月
曜
日
）～
29
日

（
金
曜
日
）平
日
の
み

受
付
時
間
：�

午
前
8
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
、午
後
1

時
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

場

所
：
白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
注
）�令
和
4
年
度
の
年
度
途
中
に
入
園
を
希
望
さ
れ

る
方
も
右
記
の
期
間
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
例
）�令
和
4
年
度
7
月
1
日
か
ら
入
園
希
望
の
方

な
ど

⃝
入
園
対
象
児
童

生
後
10
ヶ
月
を
過
ぎ
た
翌
月
1
日
～
就
学
前
児
童

⃝
申
込
に
必
要
な
書
類

①�

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
認
定
申
請
書
兼

子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
認
定
申
請
書

②
し
ろ
う
ま
保
育
園
入
園
申
込
書

③�

保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
勤
務
証
明

書
・
診
断
書
等
）

④
個
人
番
号
同
意
書

※�

申
込
に
必
要
な
書
類
は
、入
園
説
明
会
で
配
布
し
ま

す
。

※�

説
明
会
に
来
ら
れ
ず
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、開

催
日
以
降
、子
育
て
支
援
課
ま
た
は
、し
ろ
う
ま
保

育
園
に
て
、申
込
書
類
を
お
渡
し
ま
す
の
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度（
２
０
２
２
年
度
）

白
馬
村
し
ろ
う
ま
保
育
園
園
児
募
集

お問合せ　白馬村教育委員会　子育て支援課　電話：0261-85-8101
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現
在
、白
馬
村
の
分
別
方
法
で
は
、使
わ
な

く
な
っ
た
食
器
や
、壊
れ
た
食
器
な
ど
を
ご

み
と
し
て
排
出
す
る
場
合
は
、「
ガ
ラ
ス
く
ず
・

陶
磁
器
く
ず
」と
な
り
ま
す
。
こ
の「
ガ
ラ
ス

く
ず
・
陶
磁
器
く
ず
」と
し
て
排
出
さ
れ
た
も

の
は
、リ
サ
イ
ク
ル（
再
資
源
化
）さ
れ
ず
、埋

め
立
て
処
分
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
資
源
と
し
て
利
用
で
き
る
も

の
を
回
収
す
る
こ
と
で
、埋
め
立
て
地
の
延

命
化
を
図
り
、ご
み
の
減
量
化（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
12
：「
つ
く
る
責
任�

つ
か
う
責
任
」）に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
日
本
国
内
で
産
出
さ
れ
る
陶
土
に

つ
い
て
、埋
蔵
量
が
減
少
し
て
お
り
、将
来
的

に
枯
渇
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、回
収
し
た
不
用
食
器
は
、リ
サ
イ
ク
ル
業

者
に
よ
り
細
か
く
粉
砕
さ
れ
、新
た
な
陶
磁

器
を
作
る
際
の
陶
土
に
混
ぜ
て
、再
利
用
さ

れ
ま
す
。

◎
日　
　
時�

：�

令
和
３
年
10
月
24
日（
日
曜

日
）午
前
９
時
～
正
午
ま
で

◎
場　
　
所�

：
白
馬
村
役
場
駐
車
場
内（
北
側
）

◎
回
収
品
目�

：�

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
食
器

（
陶
磁
器
）

◇��

汚
れ
や
ご
み
な
ど
が
付
着
し
て
い
る
食
器

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。事
前
に
洗
っ
て
乾

か
し
て
か
ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇�

割
れ
た
食
器
や
欠
け
た
食
器
も
回
収
し
ま
す
。

　
そ
の
他
の
詳
細
は
、広
報
は
く
ば
8
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
頃
よ
り
ご
み
の
分
別
、減
量
化

に
ご
協
力
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

最
近
、ガ
ラ
ス
び
ん
が
正
し
く
分

別
さ
れ
て
い
な
い
事
例
や
、可
燃
ご

み
指
定
ご
み
袋
の
中
に
家
庭
用
カ

セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
混
入
さ
れ
て

い
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
い

分
別
方
法
に
よ
り
、排
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

〇
ガ
ラ
ス
び
ん
に
つ
い
て

①
ガ
ラ
ス
び
ん
が
汚
れ
て
い
る
事
例

　
ガ
ラ
ス
び
ん
を
洗
わ
ず
、排
出
し
て

い
る
事
例
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。ガ

ラ
ス
び
ん
は
、き
れ
い
な
も
の
で
な
け

れ
ば
ガ
ラ
ス
く
ず
・
陶
磁
器
く
ず
と
な

り
、最
終
処
分
場
で
埋
め
立
て
ら
れ
る

た
め
、資
源
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

必
ず
色
ご
と（
無
色
、茶
色
、そ
の

他
の
色
）に
分
け
、中
を
洗
っ
て
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
よ
う
に
、排
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

汚
れ
が
落
ち
な
い
も
の
は
、「
ガ
ラ

ス
く
ず
・
陶
磁
器
く
ず
」で
排
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②�

ガ
ラ
ス
び
ん
に
、金
属
製
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
キ
ャ
ッ
プ
等
が
つ

い
て
い
る
事
例

　

ガ
ラ
ス
び
ん
に
金
属
製
等
の

キ
ャ
ッ
プ
が
つ
い
て
い
る
場
合
に
は
、

外
し
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。キ
ャ
ッ

プ
等
が
不
純
物
と
な
り
、リ
サ
イ
ク

ル
す
る
際
の
品
質
が
落
ち
ま
す
。

〇 

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
等
の
ガ
ス
缶

や
ス
プ
レ
ー
缶
等
に
つ
い
て

　
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
等
が
可
燃
ご
み
の
中
に
混
入
す
る

と
、爆
発
し
、ご
み
焼
却
場
や
ご
み
収

集
車
の
火
災
の
原
因
と
な
り
、ご
み

の
収
集
・
処
理
に
関
わ
る
方
を
危
険

に
さ
ら
し
、ご
み
の
収
集
・
処
理
に
遅

れ
を
生
じ
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
適
切
な
方
法
で
廃
棄
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・�

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
等
の
ガ
ス
缶
や
ス

プ
レ
ー
缶
等
の
廃
棄
の
ポ
イ
ン
ト

　

こ
れ
ら
の
物
は
、可
燃
ご
み
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
中
身
を
使
い

切
っ
て
か
ら
本
体
に
穴
を
開
け
、金

属
ご
み
の
指
定
袋
に
入
れ
、排
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
作
業
は
火
の
気
の
な
い
、風

通
し
の
良
い
屋
外
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※�

中
身
を
使
い
切
る
際
の
周
囲
へ
の
飛

散
に
つ
い
て
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

白
馬
村
図
書
館
で
は
、今

後
の
図
書
館
運
営
の
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

日
常
的
に
図
書
館
を
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
、

一
度
も
利
用
し
た
こ
と
が
無

い
と
い
う
方
も
、お
気
軽
に

ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
回
答
方
法

①�

白
馬
村
図
書
館
ま
た
は
白

馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
1
階
に
備
え
つ

け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
回

収
箱
に
入
れ
る
。

②�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答

す
る
。

　

https://form
s.gle/

fnAHL8U
AdM

RJN
3He6

■
回
答
期
限

　
９
月
30
日（
木
曜
日
）

第
10
回　
不
用
食
器
回
収
の
お
知
ら
せ

そ
の
２

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
の
お
願
い

図
書
館
と
読
書
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

   お問合せ　白馬村役場　住民課　電話:0261-85-0715

   お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

   お問合せ　白馬村教育委員会　生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0726
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白
馬
村
で
は
、焼
却
ご
み
の
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
促
進
を
目
的
に
、機
密
文
書
の

無
料
回
収
を
行
い
ま
す
。

機
密
文
書
と
は
、
事
業
所
等
か
ら
排
出

さ
れ
る
経
営
上
重
要
で
秘
密
を
保
つ
必
要

が
あ
る
文
書
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
宿
台

帳
、保
管
期
間
の
過
ぎ
た
会
計
帳
簿
な
ど

が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

ま
た
、家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
個
人
情

報
が
含
ま
れ
た
書
類
も
該
当
し
ま
す
。

該
当
す
る
書
類
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
焼

却
を
せ
ず
、次
の
と
お
り
お
持
ち
込
み
く

だ
さ
い
。

○
日
時　

　
令
和
3
年
10
月
8
日（
金
曜
日
）

　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

○
場
所

　
白
馬
村
役
場　
駐
車
場（
北
側
）

○
搬
入
方
法

　

必
ず
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て
、運
搬

時
に
飛
散
し
な
い
よ
う
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
の

上
下
を
紙
テ
ー
プ（
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
）で

し
っ
か
り
止
め
て
く
だ
さ
い
。ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
・
布
テ
ー
プ（
ガ
ム
テ
ー
プ
）は
使

用
し
な
い
で
下
さ
い
。

※�

紙
ひ
も
や
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
等
で
縛
っ
た

だ
け
の
も
の
は
お
断
り
し
ま
す
。

※�

飛
散
等
に
よ
り
秘
密
漏
洩
が
あ
っ
た
場

合
、役
場
で
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ

ん
。

※�

機
密
文
書
以
外
の
紙
製
容
器
包
装
や
雑

誌
・
雑
紙
な
ど
の
紙
類
は
、持
ち
込
み
で

き
ま
せ
ん
。ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
物
の
分

け
方
・
出
し
方
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
早

見
表
に
従
い
、決
め
ら
れ
た
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
受
入
量

　
一
つ
の
事
業
所
等（
家
庭
）で
、ダ
ン
ボ
ー

ル
10
箱
程
度
ま
で（
目
安
）

○
注
意
事
項

　

次
の
事
項
に
つ
い
て
厳
守
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
1
）紙
以
外
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
2
）�感
熱
紙
、フ
ァ
ッ
ク
ス
用
紙
、レ
シ
ー

ト
、圧
着
は
が
き
、写
真
、粘
着
シ
ー

ト
、カ
ー
ボ
ン
紙
な
ど
特
殊
な
紙
の

持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
3
）�フ
ァ
イ
ル
の
金
具
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

金
属
ク
リ
ッ
プ
、綴
り
ひ
も
、ホ
チ
キ

ス
の
針
は
付
い
て
い
て
も
受
け
入
れ

可
能
で
す
。

○
そ
の
他

・�

右
記
の
事
項
を
遵
守
し
て
い
た
だ
け
な

い
場
合
は
、受
け
入
れ
を
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

・�

回
収
し
た
紙
に
つ
い
て
は
、厳
重
に
運
搬
・

保
管
の
う
え
、製
紙
工
場
で
溶
解
処
理
し

て
製
紙
原
料
と
な
り
ま
す
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。ま
た
、発
熱
、咳
等
の
症
状
の
あ
る

方
は
、ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

例
年
、9
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
村
内
で
熊
の
出
没
が
増
加
し

ま
す
。中
に
は
住
宅
付
近
の
栗
な

ど
の
果
樹
に
登
っ
た
り
、畑
や
田

を
荒
ら
さ
れ
た
り
す
る
被
害
が

出
て
お
り
、早
朝
や
夕
方
は
熊
に

遭
遇
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。村
民
の
皆
様
に
は
、次
の

点
に
十
分
注
意
し
て
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１��

夏
か
ら
秋
は
ク
マ
に
と
っ
て

山
の
餌
が
不
足
す
る
季
節
で
、

畑
な
ど
人
家
付
近
に
近
づ
く

こ
と
が
多
く
な
り
、夕
方
か
ら

朝
方
に
か
け
て
の
薄
暗
い
時

間
帯
で
の
活
動
が
活
発
に
な

り
ま
す
。

　

��

こ
の
こ
と
か
ら
、特
に
朝
夕
の

薄
暗
い
時
間
帯
の
ほ
か
、日
中

に
お
い
て
も
農
作
業
や
森
林

内
に
入
る
場
合
、ま
た
、見
通

し
の
悪
い
藪
の
多
い
道
を
歩

く
な
ど
の
場
合
は
、鈴
や
ラ
ジ

オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を
携

帯
す
る
な
ど
、不
意
の
遭
遇
に

十
分
に
気
を
つ
け
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

２��

生
ご
み
や
廃
果
果
実
等
の
適

切
な
処
理
の
ほ
か
、漬
物
、蜂

蜜
、飼
料
、チ
ェ
ー
ン
オ
イ
ル
、

塗
料
な
ど
ク
マ
を
誘
引
す
る

物
の
管
理
に
つ
い
て
、十
分
に

留
意
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

３��

人
里
周
辺
等
に
設
置
し
て
あ

る
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

檻
に
つ
い
て
は
、ク
マ
が
錯
誤

捕
獲
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ

と
か
ら
、檻
に
は
近
づ
か
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

４��

各
地
区
の
区
長
さ
ん
は
、集
落

内
で
草
が
繁
茂
し
て
熊
な
ど

の
野
生
動
物
が
隠
れ
易
い
箇

所
は
で
き
る
だ
け
草
刈
り
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

５��

も
し
、熊
を
目
撃
し
た
り
農
作

物
等
の
被
害
が
あ
っ
た
り
し

た
場
合
は
、で
き
る
だ
け
早
く

役
場
農
政
課
ま
で
ご
連
絡
お

願
い
し
ま
す
。

機
密
文
書
を
回
収
し
ま
す

熊
の
出
没
注
意
に
つ
い
て

   お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

   お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766
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10

長
野
県
内
で
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
狙
っ
た
特

殊
詐
欺
の
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

犯
人
は
、警
察
官
や
金
融
機
関
職
員
な
ど
を
装
い
、

「
お
持
ち
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
不
正
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
」な
ど
と
言
っ
て
、暗
証
番
号
を
聞
き
出
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
用
意
さ
せ
ま
す
。

そ
の
後
警
察
官
等
を
装
い
自
宅
を
訪
問
し
て
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
と
る
手
口
で
す
。

ま
た
、言
葉
巧
み
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
封
筒
に

入
れ
さ
せ
、隙（
印
鑑
を
取
り
に
い
っ
て
い
る
間
な
ど
）

を
見
て
偽
物
の
封
筒
と
す
り
替
え
る
手
口
も
あ
り
ま
す
。

被
害
防
止
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

１��

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
他
人
に
渡
さ
な
い
。暗
証
番

号
も
教
え
な
い
。

２��

犯
人
と
直
接
話
を
し
な
い
。

　
・�

自
宅
の
電
話
を
常
に
留
守
番
電
話
設
定
に
し
、メ
ッ

セ
ー
ジ
を
残
さ
な
い
人
の
電
話
に
は
で
な
い
。

　
・�

迷
惑
電
話
対
策
機
器
を
利
用
す
る
。

　

��

犯
人
は
固
定
電
話
に
電
話
を
か
け
て
き
ま
す
。犯
人

か
ら
の
電
話
に
出
な
い
こ
と
が
、被
害
を
減
ら
す
カ

ギ
で
す
！

３��

家
族
、ご
近
所
、地
域
で
、声
を
掛
け
合
い
、知
ら
な

い
人
か
ら
の
電
話
で
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
話
が
で
た
ら
、詐
欺
を
疑
う
。

　
広
く
村
民
に
交
通
安
全
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼
び

か
け
、交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、次
の
と
お
り
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

○
期　
　
　
間　
　

　
令
和
３
年
９
月
21
日（
火
曜
日
）～
９
月
30
日（
木
曜
日
）

○
ス
ロ
ー
ガ
ン　
　

　
「
信
濃
路
は　
み
ん
な
の
笑
顔　
つ
な
ぐ
道
」	

○
運
動
の
重
点　

　
秋
口
に
お
け
る
日
没
時
間
の
急
激
な
早
ま
り
と
と
も

に
、例
年
、夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
は
、重
大
事
故
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
の
あ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
、歩
行
中
・
自

転
車
乗
車
中
の
死
亡
事
故
が
増
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、自
動
車
乗
車
中
に
お
け
る
後
部
座
席
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
率
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
率
が

い
ま
だ
低
調
で
あ
る
こ
と
、さ
ら
に
、重
大
事
故
の
原
因

と
な
る
飲
酒
運
転
等
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
が
依
然

と
し
て
後
を
絶
た
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、次
の
４
点
を

重
点
と
し
ま
す
。

（
1
）�子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
の

確
保

（
2
）�夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
と
歩
行
者
等

の
保
護
な
ど
安
全
運
転
意
識
の
向
上

（
3
）自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

（
4
）飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根
絶

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗
に
注
意
！

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

審
査
結
果

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す

   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話:0261-72-7002
   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話:0261-72-7002

   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話:0261-72-7002

業 務 名 令和３年度　白馬村再生可能エネルギーに関する基本方針等調査策定業務

審 査 日 令和 3年 7月 19日

場 所 白馬村大字北城 7025番地

受 託 者 特定事業共同企業体　白馬村再エネ R＆W

選 定 方 法 公募型プロポーザル方式（審査基準に基づき審査）

契 約 額 ￥6,600,000（消費税含む）

参 加 者 特定事業共同企業体　白馬村再エネ R＆W



埼
玉
県
川

口
市
か
ら
来

ま
し
た
、
若

山
愛
美（
わ

か
や
ま�

め
ぐ
み
）で
す
。

2
0
2
1
年
8
月
か
ら
総

務
課
で
主
に
移
住・
定
住
の
担

当
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

会
社
員
時
代
に
S
N
S
で

眺
め
て
い
た
北
ア
ル
プ
ス
を

毎
朝
実
際
に
み
る
こ
と
が
で

き
る
生
活
に
幸
せ
を
感
じ
て

い
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
白
馬
村
の

自
然
と
、
自
然
と
共
に
生
活

す
る
ス
タ
イ
ル
を
多
く
の
方

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
の
為
に
も
、お
会
い
し
た

際
に
は
皆
様
の
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
着
任
の
挨
拶

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告�

Vol.24

　
白
馬
村
観
光
局
主
催「G

R
EEN

�W
O
RK�H

A
KU
BA�

V
isio

n�d
esign�b

o
o
t�

cam
p

」へ
6
月
末
か
ら
7
月

に
か
け
て
参
加
。白
馬
村
で
実

現
可
能
な
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
※
に
つ
い
て
、実
装

に
向
け
て
、8
月
現
在
は
日
々

参
加
者
と
検
討・ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
実
施
。環
境
に
配
慮
し
、

白
馬
で
の
よ
り
良
い
暮
ら
し

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
良
い

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

9
月
に
開
催
さ
れ
るG

REEN
�

W
O
RK�HA

KU
BA
�vol.3

で
は
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
か
楽

し
み
で
す
。ま
た
、活
動
の
一

環
と
し
て
製
作
し
た
再
生
原

料
を
使
用
し
た
T
シ
ャ
ツ
に

関
し
て
、活
動
内
容
を
様
々
な

方
法
で
取
り
上
げ
て
頂
い
て

い
ま
す
。１
枚
の
T
シ
ャ
ツ

で
白
馬
村
フ
ァ
ン
の
方
達
が

少
し
で
も
環
境
問
題
を
意
識

す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

※
循
環
型
経
済

8
月
の
白
馬
高
校
寮
で
は
、夏
休
み
を

終
え
た
生
徒
が
帰
寮
し
始
め
ま
し
た
。
緊

急
事
態
宣
言
地
域
に
帰
省
し
て
い
た
生
徒

も
い
る
た
め
、入
寮
前
に
抗
原
簡
易
検
査・

検
温・行
動
記
録
の
確
認
を
行
い
ま
す
。23

日
か
ら
学
校
も
通
常
登
校
で
開
始
予
定
で

す
。体

調
管
理
に
気
を
付
け
な
が
ら
、健
康

観
察
期
間
を「
無
事
終
え
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
」い
る
現
在
で
す
。9
月
の
安
心
で

き
る
時
期
に
な
れ
ば
地
区
活
動
な
ど
を
通

し
て
地
域
と
の
交
流
の
機
会
を
再
開
し
て

行
き
た
い
所
存
で
す
。

7
月
1
日
よ
り
講
師
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
、満
岡
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！
7
月
は
し
ろ
う
ま
祭
が
無
事
に
行
わ

れ
、塾
生
も
準
備
期
間
の
合
間
を
縫
っ
て

勉
強
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
6
月
に
実
施

さ
れ
た
期
末
試
験
や
三
者
懇
談
の
結
果
を

踏
ま
え
て
今
後
の
学
習
方
針
や
進
路
を
決

め
る
生
徒
が
多
く
、夏
休
み
期
間
を
利
用

し
て
各
々
取
り
組
む
課
題
を
決
め
て
い
ま

し
た
。塾
は
、土
日
祝
日
を
除
い
て
開
校
し

て
お
り
、入
試
対
策
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
戦

い
に
向
け
て
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
。

観光課付　白馬村観光局派遣　マーケティング担当　清宮

白馬高校支援係�高校寮スタッフ�上山白馬高校支援係�公営塾スタッフ　満岡

オンライン販売サイトHAKUBA�ORIGINAL　https://hakubaoriginal.stores.jp/
白馬村観光局facebook　https://www.facebook.com/hakubavillage
Instagram　https://www.instagram.com/hakubalife/

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　総務課
電話：0261-72-7002
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今、あなたの力を求めています！
お気軽にお問合せください。

生活支援サービス従業者等養成研修
受講者
募集中

◆主　催：北アルプス広域連合・大町市・池田町・松川村・白馬村・小谷村
◆お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話：0261-72-6667
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シ
リ
ー
ズ
　
障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉
計
画
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
　
№
５

【
白
馬
村
の
障
が
い
者
を
取
り
巻
く
現
状
等
に
つ
い
て 

P
a
r
t
3
】

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

　
今
月
号
は
、先
月
号
に
引
き
続
き
白
馬
村
の
障
が

い
者
を
取
り
巻
く
現
状
等
に
つ
い
て
で
す
。

　
今
回
は
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

○�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
っ
て
ど
の
よ
う
な

も
の
？

　
　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は
、精
神
障
が
い
の
あ

る
方
が
、様
々
な
福
祉
施
策
等
を
利
用
す
る
た
め
に
必

要
な
も
の
で
す
。

　
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、１・
２・
３
級
に
区
分
さ
れ
、

審
査
は
長
野
県
が
行
い
ま
す
。

　
な
お
、有
効
期
限
は
２
年
間
で
す
。

・
交
付
の
対
象
者
は
・
・
・

精
神
疾
患（
知
的
障
が
い
を
除
く
）を
有
す
る
方
の
う

ち
、長
期
に
わ
た
り
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
へ
の

制
約
が
あ
る
方
で
す
。

・
等
級
ご
と
の
程
度
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

級

程
　
度

１
級

日
常
生
活
の
用
を
弁
ず
る
こ
と
を
不
能
な
ら
し

め
る
程
度
の
も
の
（
単
独
で
の
日
常
生
活
が
困

難
な
状
態
）

２
級

日
常
生
活
が
著
し
い
制
限
を
受
け
る
か
、
又
は

日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
加
え
る
こ
と
を
必

要
と
す
る
程
度
の
も
の

（
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け
る
状
態
）

３
級

日
常
生
活
若
し
く
は
社
会
生
活
が
制
限
を
受
け

る
か
、
又
は
日
常
生
活
若
し
く
は
社
会
生
活
に

制
限
を
加
え
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も

の
（
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
制
限
を
受
け
る

状
態
）

※�

等
級
の
決
定
に
つ
い
て
は
、精
神
疾
患
の
状
態
や

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
上
の
障
が
い
程
度
か
ら

総
合
的
に
判
定
さ
れ
ま
す
。

※�

程
度
に
係
る
詳
細
な
状
態
等
に
つ
い
て
は
、健
康

福
祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
申
請
を
ご
希
望
の
場
合
は
・
・
・

　
左
記
の
う
ち
、ど
ち
ら
か
の
添
付
が
必
要
で
す
。

〇
医
師
の
診
断
書

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
用
の
診
断
書
で
、初

診
日
か
ら
６
か
月
以
上
経
過
し
た
時
点
の
も
の
。（
様

式
は
健
康
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

　
診
断
書
の
有
効
期
限
は
作
成
日
よ
り
３
か
月
以
内

で
す
。

〇
障
害
年
金
証
書
の
写
し
等

　
精
神
の
障
が
い
を
理
由
と
し
た「
年
金
証
書
の
写

し
」ま
た
は
直
近
の「
年
金
振
込
通
知
書
の
写
し
」ま

た
は「
年
金
支
払
通
知
書
の
写
し
」が
必
要
で
す
。

１
．�右
記
の
添
付
書
類
が
ご
用
意
で
き
ま
し
た
ら
、申

請
書（
様
式
は
健
康
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）、写

真（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
正
面
脱
帽
　
１
年
以
内
）

と
共
に
健
康
福
祉
課
へ
申
請
く
だ
さ
い
。

２
．�長
野
県
に
お
い
て
、交
付
可
否
を
審
査
し
ま
す
。

（
概
ね
２
ヶ
月
程
か
か
り
ま
す
）

※�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、健
康
福
祉
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

○�

白
馬
村
で
は
、ど
の
く
ら

い
所
持
し
て
い
る
人
が
い

る
の
？

　
令
和
２
年
３
月
31
日
時
点
で
67
人
と
な
っ
て
お
り
、

増
減
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　
減
少
の
要
因
と
し
て
は
、転
出
等
や
更
新
し
な
か
っ

た
方
が
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

○�

次
回
：
白
馬
村
の
障
が
い
者
を
取
り
巻
く

現
状
等
に
つ
い
て�

P
a
r
t
4

　「
障
害
」表
記
に
つ
い
て
は
、「
白
馬
村
障
害
の「
害
」

ひ
ら
が
な
表
記
取
扱
指
針
」に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
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健
康
づ
く
り
だ
よ
り
　

9
／
24
～
9
／
30
は
結
核
予
防
週
間
で
す

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

健康であれば、免疫の働きによって結核菌を抑え込むことができるため、感染しても全ての人が発症す
るわけではありません。病気などで免疫力が落ちると、抑え込まれていた結核菌が再び活動を始め、発病
する可能性があります。

結
核
に
な
っ
た
ら

ど
う
す
る
の
？

結
核
と
診
断
さ
れ
て
も
、6
～
9

カ
月
間
、毎
日
複
数
の
薬
を
き
ち
ん

と
飲
め
ば
治
り
ま
す
。

し
か
し
、症
状
が
消
え
た
か
ら
と

い
っ
て
治
療
の
途
中
で
服
薬
を
止
め

て
し
ま
う
と
完
全
に
治
り
き
ら
ず
、

菌
は
抵
抗
力
を
つ
け
、薬
が
効
か
な

い
耐
性
結
核
菌
を
作
り
出
し
て
し
ま

う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
、入
院
中
も
退

院
後
も
医
療
機
関
と
保
健
所
が
協

力
し
て
服
薬
を
見
守
る
D
O
T
S

（
ド
ッ
ツ
）と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
ま

す
。
薬
の
管
理
が
苦
手
な
方
も
安
心

で
す
ね
。

□ 

適
度
な
運
動

□ 

十
分
な
睡
眠

□ 

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

□ 

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い

□ 

定
期
健
診

ど
う
し
た
ら

予
防
で
き
る
の
？

健
康
的
な
生
活
が
免
疫
力
を
高

め
、結
核
の
予
防
に
繋
が
り
ま
す
。

抵抗力の弱い赤ちゃんは、
結核に感染すると重症になりやすい。
予防には BCG 接種が有効です。

結
核
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

結
核
と
は
、結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺
に
炎
症
が
起

き
る
病
気
で
す
。

「
結
核
は
昔
の
病
気
」と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、世
界

で
は
総
人
口
の
約
4
分
の
1
が
結
核
に
感
染
し
て
お
り
、

最
大
の
感
染
症
の
ひ
と
つ
で
す
。
医
療
や
生
活
水
準
の

向
上
に
よ
り
、薬
を
飲
め
ば
完
治
で
き
る
時
代
に
な
り

ま
し
た
が
、今
で
も
1
日
に
40
人
の
新
し
い
患
者
が
発

生
し
、6
人
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
症
状
が
あ
る
と
き
は
、早
め
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

「
痰
の
絡
む
咳
」「
微
熱
」「
身
体
の
だ
る
さ
」

が
2
週
間
以
上
続
い
て
い
る

発
病
の
危
険
が
高
い
の
は
・
・
・

喫
煙
習
慣
が
あ
る
人
、結
核
高
蔓
延
国
か
ら

来
た
外
国
出
生
者
、糖
尿
病
の
人
、H
I
V
感

染
や
免
疫
の
弱
い
人
、人
工
透
析
を
受
け
て
い

る
人
、ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
を
使
用
し
て
い

る
人
な
ど

「
長
引
く
咳
は
赤
信
号
」・・・だ
け
ど
、

咳
や
痰
、発
熱
な
ど
の
症
状
が

出
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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中
信
子
ど
も・
若
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
で
は

子
ど
も・
若
者
向
け
相
談
の
大
北
出
張
相
談
会

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
相
談
内
容
】

※
ご
家
族
の
方
の
相
談
も
可
能
で
す
。

【
開
催
日
時
】

令
和
3
年
　�

10
月
８
日（
金
曜
日
）　

　
　
　
　
　
11
月
５
日（
金
曜
日
）

　
　
　
　
　
12
月
３
日（
金
曜
日
）

令
和
４
年
　�

１
月
７
日（
金
曜
日
）

　
　
　
　
　
２
月
18
日（
金
曜
日
）

相
談
時
間
　
①
10
時
～
　
②
11
時
～

　
　
　
　
　
③
13
時
～
　
④
14
時
～

※�

完
全
予
約
制
で
一
日
４
組
ま
で
で
す
。開
催

日
前
日
ま
で
に
お
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

※�

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
り
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
会
　
　
場
】

松
川
村
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー

「
す
ず
の
音
ホ
ー
ル
」２
F
研
修
室

〒
3
9
9
‐
8
5
0
1

北
安
曇
郡
松
川
村
８
４
‐
１

　
村
で
は
偶
数
月
に
1
回「
行
政
相
談
所
」を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
制
度
は
、総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、国
、県
、村
が
行
っ
て

い
る
仕
事
へ
の
要
望
や
苦
情
、意
見
な
ど
を
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
、解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
白
馬
村
の
行
政
相
談
員
は
宮
田
守
男
さ
ん

（
森
上
）で
す
。

︿
行
政
相
談
日
﹀

令
和
３
年
　�

10
月
19
日（
火
曜
日
）

　
　
　
　
　
12
月
14
日（
火
曜
日
）

令
和
４
年
　
２
月
８
日（
火
曜
日
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
ま
で

︿
場
　
　
　
所
﹀

白
馬
村
役
場
２
階
　
庁
議
室

︿
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
﹀

・�ご
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
マ
ス
ク
着
用
に

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・�発
熱
等
が
有
る
場
合
は
ご
相
談
を
見
合
わ
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
電
話
で
の
相
談
は
…「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」

電
話：０
２
６
‐
２
３
５
‐
１
１
０
０

総
務
省
　
長
野
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
長
野
市
旭
町
１
１
０
８
）

　
法
務
省
と
日
本
公
証
人
連
合
会
で
は
、毎
年
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を「
公

証
週
間
」と
定
め
、皆
様
に
公
証
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、こ
の
制
度

の
ご
利
用
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

　
公
証
制
度
は
、私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
け
る
法
律
的
紛
争
を
未
然
に
防
止
し
、法
律
上

の
権
利
や
義
務
を
明
確
に
し
て
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、証
書
の
作
成
等
の

方
法
に
よ
り
、一
定
の
事
項
を
公
証
人
に
証
明
さ
せ
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
公
証
事
務
を
担
当
す
る
公
証
人
は
、判
事
、検
事
、法
務
事
務
官
な
ど
を
長
く
務
め
た

法
律
実
務
の
経
験
豊
か
な
者
の
中
か

ら
法
務
大
臣
が
任
命
し
た
法
律
の
専

門
家
で
す
。次
の
よ
う
な
約
束
事
に
は

公
正
証
書
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
大
切
な
契
約
や
取
引
に
お
い
て
、公

正
証
書
は
皆
様
の
権
利
を
正
し
く
確

実
に
守
り
ま
す
。

子
ど
も・若
者
向
け

大
北
出
張
相
談
会
の
お
し
ら
せ

行
政
相
談
週
間
の
ご
案
内

10
月
18
日（
月
曜
日
）か
ら
24
日（
日
曜
日
）は

行
政
相
談
週
間
で
す

公
証
週
間
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話 0261-72-7002

お申込み＆お問合せ　中信子ども・若者サポートネット　電話：0263-50-5810　開所日時：月～金曜日　8：30～ 17：30　土・日・祝日休み

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話 0261-85-0715

◆
引
き
こ
も
り

◆
ニ
ー
ト

◆
仕
事
へ
の
不
安

◆
発
達
障
が
い

◆
不
登
校

◆
進
路
の
不
安

◆
い
じ
め

◆
虐
待�

な
ど

名　称 所在地 電話・FAX番号

長野公証役場
公証人　栗原　雄一
　　　　福光　洋子

〒 380-0872
長野市大字南長野妻科 437–7

長野法律ビル１階

026-234-8585
8558（FAX）

松本公証役場
公証人　佐藤美知幸
　　　　加藤　武志

〒 390-0874
松本市大手二丁目５番１号

モモセビル３階

0263-35-6309
7309（FAX）

上田公証役場
公証人　永井　栄次

〒 386-0023
上田市中央西一丁目 15番 32号
富国生命上田ビル３階

0268-22-5477
28-5007（FAX）

飯田公証役場
公証人　田玉　修一

〒 395-0033
飯田市常盤町 30番地
飯伊森林組合ビル 2階

0265-23-6502
（FAX兼用）

諏訪公証役場
公証人　岡田　治彦

〒 392-0026
諏訪市大手二丁目 17番 16号

信濃ビル３階

0266-53-4641
（FAX兼用）

伊那公証役場
公証人　田畑　恵一

〒 396-0023
伊那市山寺 298番地１

福祉まちづくりセンター３階

0265-73-8622
（FAX兼用）

佐久公証役場
公証人　竹村　政男

〒 385-0027
佐久市佐久平駅北 26番地７

藤ビル２階

0267-54-8305
8306（FAX）

〇
　
遺
言

〇
　
お
金
の
貸
し
借
り

〇
　
不
動
産
の
売
買
や
貸
し
借
り

〇
　
離
婚
に
伴
う
養
育
費
や
慰
謝
料
等
の
支
払

〇
　
任
意
後
見
契
約

　
　（
公
正
証
書
に
よ
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

次の表は、県内にある公証役場の一覧です。(令和３年５月６日
現在)ご利用ください。
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中
信
子
ど
も・
若
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
で
は

子
ど
も・
若
者
向
け
相
談
の
大
北
出
張
相
談
会

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
相
談
内
容
】

※
ご
家
族
の
方
の
相
談
も
可
能
で
す
。

【
開
催
日
時
】

令
和
3
年
　�

10
月
８
日（
金
曜
日
）　

　
　
　
　
　
11
月
５
日（
金
曜
日
）

　
　
　
　
　
12
月
３
日（
金
曜
日
）

令
和
４
年
　�

１
月
７
日（
金
曜
日
）

　
　
　
　
　
２
月
18
日（
金
曜
日
）

相
談
時
間
　
①
10
時
～
　
②
11
時
～

　
　
　
　
　
③
13
時
～
　
④
14
時
～

※�

完
全
予
約
制
で
一
日
４
組
ま
で
で
す
。開
催

日
前
日
ま
で
に
お
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

※�

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
り
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
会
　
　
場
】

松
川
村
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー

「
す
ず
の
音
ホ
ー
ル
」２
F
研
修
室

〒
3
9
9
‐
8
5
0
1

北
安
曇
郡
松
川
村
８
４
‐
１

　
村
で
は
偶
数
月
に
1
回「
行
政
相
談
所
」を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
制
度
は
、総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、国
、県
、村
が
行
っ
て

い
る
仕
事
へ
の
要
望
や
苦
情
、意
見
な
ど
を
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
、解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
白
馬
村
の
行
政
相
談
員
は
宮
田
守
男
さ
ん

（
森
上
）で
す
。

︿
行
政
相
談
日
﹀

令
和
３
年
　�
10
月
19
日（
火
曜
日
）

　
　
　
　
　
12
月
14
日（
火
曜
日
）

令
和
４
年
　
２
月
８
日（
火
曜
日
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
ま
で

︿
場
　
　
　
所
﹀

白
馬
村
役
場
２
階
　
庁
議
室

︿
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
﹀

・�ご
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
マ
ス
ク
着
用
に

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・�発
熱
等
が
有
る
場
合
は
ご
相
談
を
見
合
わ
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
電
話
で
の
相
談
は
…「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」

電
話：０
２
６
‐
２
３
５
‐
１
１
０
０

総
務
省
　
長
野
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
長
野
市
旭
町
１
１
０
８
）

　
法
務
省
と
日
本
公
証
人
連
合
会
で
は
、毎
年
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を「
公

証
週
間
」と
定
め
、皆
様
に
公
証
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、こ
の
制
度

の
ご
利
用
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

　
公
証
制
度
は
、私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
け
る
法
律
的
紛
争
を
未
然
に
防
止
し
、法
律
上

の
権
利
や
義
務
を
明
確
に
し
て
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、証
書
の
作
成
等
の

方
法
に
よ
り
、一
定
の
事
項
を
公
証
人
に
証
明
さ
せ
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
公
証
事
務
を
担
当
す
る
公
証
人
は
、判
事
、検
事
、法
務
事
務
官
な
ど
を
長
く
務
め
た

法
律
実
務
の
経
験
豊
か
な
者
の
中
か

ら
法
務
大
臣
が
任
命
し
た
法
律
の
専

門
家
で
す
。次
の
よ
う
な
約
束
事
に
は

公
正
証
書
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
大
切
な
契
約
や
取
引
に
お
い
て
、公

正
証
書
は
皆
様
の
権
利
を
正
し
く
確

実
に
守
り
ま
す
。

子
ど
も・若
者
向
け

大
北
出
張
相
談
会
の
お
し
ら
せ

行
政
相
談
週
間
の
ご
案
内

10
月
18
日（
月
曜
日
）か
ら
24
日（
日
曜
日
）は

行
政
相
談
週
間
で
す

公
証
週
間
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話 0261-72-7002

お申込み＆お問合せ　中信子ども・若者サポートネット　電話：0263-50-5810　開所日時：月～金曜日　8：30～ 17：30　土・日・祝日休み

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話 0261-85-0715

◆
引
き
こ
も
り

◆
ニ
ー
ト

◆
仕
事
へ
の
不
安

◆
発
達
障
が
い

◆
不
登
校

◆
進
路
の
不
安

◆
い
じ
め

◆
虐
待�

な
ど

名　称 所在地 電話・FAX番号

長野公証役場
公証人　栗原　雄一
　　　　福光　洋子

〒 380-0872
長野市大字南長野妻科 437–7

長野法律ビル１階

026-234-8585
8558（FAX）

松本公証役場
公証人　佐藤美知幸
　　　　加藤　武志

〒 390-0874
松本市大手二丁目５番１号

モモセビル３階

0263-35-6309
7309（FAX）

上田公証役場
公証人　永井　栄次

〒 386-0023
上田市中央西一丁目 15番 32号
富国生命上田ビル３階

0268-22-5477
28-5007（FAX）

飯田公証役場
公証人　田玉　修一

〒 395-0033
飯田市常盤町 30番地
飯伊森林組合ビル 2階

0265-23-6502
（FAX兼用）

諏訪公証役場
公証人　岡田　治彦

〒 392-0026
諏訪市大手二丁目 17番 16号

信濃ビル３階

0266-53-4641
（FAX兼用）

伊那公証役場
公証人　田畑　恵一

〒 396-0023
伊那市山寺 298番地１

福祉まちづくりセンター３階

0265-73-8622
（FAX兼用）

佐久公証役場
公証人　竹村　政男

〒 385-0027
佐久市佐久平駅北 26番地７

藤ビル２階

0267-54-8305
8306（FAX）

〇
　
遺
言

〇
　
お
金
の
貸
し
借
り

〇
　
不
動
産
の
売
買
や
貸
し
借
り

〇
　
離
婚
に
伴
う
養
育
費
や
慰
謝
料
等
の
支
払

〇
　
任
意
後
見
契
約

　
　（
公
正
証
書
に
よ
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

次の表は、県内にある公証役場の一覧です。(令和３年５月６日
現在)ご利用ください。
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 ２年普通科文理コースのコミュニケーション英語Ⅱを

受講する生徒 15 人が１人１台タブレット端末を使用し

て、アメリカ・カナダの高校生 35人とオンライン交流を

行いました。交流相手の高校生は北米で毎年開催される日

本を題材にしたクイズ大会「ジャパン・ボウル」の成績優

秀者であり、白馬高生は日本のアニメに関するクイズを出

題したり、相手の高校生の「日本語を学ぶ意味」と「海外

からみた日本料理」という２つの発表を聞いたりしまし

た。 

２回行われたフリートークでは、初めは不安そうな表情

をみせていた生徒たちでしたが、趣味や現在取り組んでい

ることを話しているうちに徐々に緊張が解け、フリートー

クが終わった後には、「もっと話したかった」という声も

聞こえてきました。また、生徒が得意のバク転を披露する

場面もあり、画面越しながらも大いに盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 交流を行った生徒たちは、同年代の高校生たちが日

本語を流ちょうに話す姿をみて大きな刺激を受け、司会

を努めた生徒からは「（彼ら彼女らにとって）外国語で

ある日本語をあんなに流ちょうに話せるなんてすごい。

自分も英語を使ってもっと話せるようになりたい」とい

う感想があがりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

白 馬
高 校

HAKUBA H.S. 
Report Channel 
白馬高校レポートチャンネル 

  

令和３年８月６日（第 号）

発行：白馬高校 教務係

0261(72)2034 代表

７月６日 北米の高校生とのオンライン交流 

ホームページも

ご覧ください⇒ 
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学校薬剤師の山本美峰里さんを講師として

お招きし、１、２年生を対象に薬物乱用防止教

育を行いました。山本さんには、薬物やその他

依存性のあるタバコや市販薬の危険性を実際

の写真を交えながら説明していただきました。

薬物の乱用がもたらす影響の一例として、漢字

が書けなくなったり、きれいな丸が書けなくな

ったりするようで、薬物乱用者が書いた実際の

手紙の写真をみた生徒たちは、驚きの表情を見

せていました。 

また、若者を中心に人気のエナジードリンクにも依存性があり、エナジードリンクの過剰摂取はカフェイン中毒など

の重大な健康被害をもたらすことが紹介され、依存症が自分たちの身近なところに潜んでいることが生徒にも十分伝わ

ったと思います。最後に山本さんから、薬物乱用から自分を守るために、たとえ仲間からの誘いであっても「ハッキリ・

キッパリ」断り、「その場から離れる」ことが大切であり、日頃から目標をもって前向きに生活することが、ひいては自

分自身と自分の未来を守ることにつながるというお言葉をいただき、薬物乱用防止教室を締めくくっていただきました。

◇ ◇ ◇ 

令和３年度１学期終業式を体育館で行いました。初

めに、学校長から生徒自身に自分の１学期を振り返り

自己評価するよう問いかけがあり、生徒たちは突然の

問いに戸惑いながらも、各々これまであったことや自

分の取り組みを振り返り、持参した紙に評価点を記入

していました。続いて、「学ぶことの面白さ」について

の講話がありました。講話の中では、探究的な学びのす

すめから、そのような学びを支えるツールや夏休みの

おすすめの本の紹介があり、メモをとる生徒の姿も多

く見られました。 

最後に、学校長から全校生徒に夏休みの宿題が出さ

れました。それは、普段から様々な場面でお世話になっ

ている白馬・小谷の地域の方々に対して、個人・クラ

ス・学校全体でできることをそれぞれ考えてくるとい

うものです。「白馬高生の恩返し」と名づけられたこの

プロジェクト。生徒からどんなアイデアが出てくるの

か楽しみです。 

 

 

７月 19日 薬物乱用防止教育 

７月 21日 終業式 
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お問合せ　長野県行政書士会松本支部　電話：0263-33-7166お問合せ　大北高等職業訓練校　電話：0261-22-2050

お問合せ　北アルプス広域消防本部総務課予防係
　　　　　電話：0261-22-0166
　　　　　北アルプス広域北部消防署
　　　　　電話：0261-72-0119

松
本
支
部
行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

大
北
高
等
職
業
訓
練
校
　
訓
練
生
募
集
の
お
知
ら
せ

「
県
下
一
斉
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
」相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

防
火
管
理
新
規
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

●
面
接
無
料
相
談
会

１
．
相
談
日
　
10
月
17
日
（
日
曜
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

大
北
会
場
　
　
大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
第
１
・
第
２
会
議
室

　
　
　
　
　
　
大
町
市
大
町
1
1
2
9

　
　
　
　
　
　
T
E
L
：
0
2
6
1
‐
２
２
‐
1
5
0
1

２
．
相
談
日
　
10
月
21
日
（
木
曜
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

安
曇
野
会
場
　�

安
曇
野
市
役
所
　
2
1
1・2
1
2・2
1
3・2
1
4
号
室

　
　
　
　
　
　
安
曇
野
市
豊
科
6
0
0
0
番
地

　
　
　
　
　
　
T
E
L
：
0
2
6
3
‐
７
１
‐
2
0
0
0

３
．
相
談
日
　
10
月
16
日
（
土
曜
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

松
本
会
場
　
　
松
本
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
3
‐
3
会
議
室

　
　
　
　
　
　
松
本
市
中
央
4
‐
7
‐
26

　
　
　
　
　
　
T
E
L
：
0
2
6
3
‐
３
５
‐
6
2
8
6

大
北
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
次
の
コ
ー
ス

の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

電
子
計
算
機
科（
パ
ソ
コ
ン
）

•
初
心
者
コ
ー
ス

　�

日
時
　
10
月
～
翌
年
3
月
　
全
18
回

　
毎
週
月
曜
日
18
時
～
21
時

•
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
コ
ー
ス

　�

日
時
　
10
月
～
翌
年
3
月
　
全
18
回

　
毎
週
水
曜
日
　
18
時
～
21
時

電
子
計
算
機
科
共
通
事
項

定
員
　
5
名
以
上
で
開
講

受
講
料
　
各
３
５
，
0
0
0
円
　

申
し
込
み
　
9
月
27
日
（
月
曜
日
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
直
接
訓
練
校
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

私
た
ち
司
法
書
士
は
、
皆
様
の
貴
重
な
財
産

権
を
は
じ
め
、
権
利
の
保
護
に
携
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
法
の
日
を
中
心
に
、
県
下
の
各
市

町
村
に
お
い
て
「
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
」

を
実
施
し
て
、
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

司
法
書
士
に
は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

記

１
　
日
　
　
時

　�

令
和
３
年
10
月
８
日
（
金
曜
日
）
午
後
１
時

～
午
後
４
時

２
　
場
　
　
所

　�

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
相
談

室
３
　
相
談
内
容

•�

不
動
産
の
登
記
、
会
社
（
法
人
）
の
登
記

に
関
す
る
も
の

•�

不
動
産
の
売
買
・
贈
与
等
の
取
引
に
関
す

る
も
の

•�

相
続
・
遺
言
に
関
す
る
も
の

•�

空
き
家
に
関
す
る
も
の

•�

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
財
産
管
理
や
成

年
後
見
制
度
の
利
用
に
関
す
る
も
の

•�

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
消
費
者
金
融
・
銀
行
カ
ー

ド
ロ
ー
ン
等
債
務
に
関
す
る
も
の

•�

ア
パ
ー
ト
等
の
賃
貸
借
契
約
か
ら
生
じ
る

ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
も
の

•�

悪
質
商
法
被
害
に
関
す
る
も
の

•�

少
額
裁
判
に
関
す
る
も
の

•�

訴
状
・
答
弁
書
等
の
作
成
に
関
す
る
も
の

•�

貸
金
・
売
掛
金
等
の
回
収
に
関
す
る
も
の

•�

中
小
企
業
法
務
に
関
す
る
も
の

•�

そ
の
他
、
司
法
書
士
の
業
務
及
び
そ
れ
に

関
連
す
る
相
談
　
な
ど

４
　
予
約
に
つ
い
て

な
る
べ
く
ご
予
約
下
さ
い
、
当
日
も
受
け
付

け
ま
す
が
事
前
申
込
の
方
が
優
先
で
す
。

予
約
受
付
は
、
受
付
期
間
＝
令
和
３
年
９

月
24
日
（
金
曜
日
）
～
相
談
日
前
日
（
午
後
３

時
締
切
）
ま
で
、
受
付
電
話
番
号
＝
0
2
6
1

（
２
３
）
7
8
5
5
（
担
当
：
菅
澤
）
で
す
。

５
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
発
覚
し
た

場
合
に
備
え
て
、
相
談
前
に
連
絡
先
を
聞
き
取

り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

■
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　�

防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日
　
10
月
19
日
（
火
曜
日
）・

　
　
　
　
20
日
（
水
曜
日
）　
２
日
間

■
会
場
　
フ
レ
ン
ド
・
プ
ラ
ザ
大
町
２
階

会
議
室
（
大
町
市
文
化
会
館
南
側
）

■
対
象
　
防
火
管
理
者
の
資
格
を
必
要
と

す
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
人
が
対
象
で

す
が
、
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
な
い
人
で
も

受
講
で
き
ま
す
。

■
定
員
　
40
名

■
費
用
　
3
，
7
2
0
円
（
テ
キ
ス
ト
と

交
換
で
19
日
に
講
習
会
場
受
付
に
て
集
金

し
ま
す
）

■
申
し
込
み
　
９
月
21
日
（
火
曜
日
）
か

ら
10
月
８
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
、
受
講

申
込
書
に
顔
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
×
横
2.4

㎝
）
を
貼
付
し
て
、
最
寄
り
の
消
防
署
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

受
講
願
書
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
ま

た
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

●
相
談
内
容

相
続
手
続
（
遺
産
分
割
協
議
書
作
成
、

相
続
財
産
調
査
等
）、
遺
言
手
続
、
贈

与
手
続
、
成
年
後
見

建
設
業
許
可
申
請
、
経
営
状
況
分
析
、

経
営
事
項
審
査
、
入
札
参
加
資
格
申
請

農
地
の
転
用
手
続
、
開
発
行
為
許
可
申

請
、
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
に
関
す
る

許
認
可

車
庫
証
明
、
自
動
車
登
録
、
運
送
業
許

可
申
請

外
国
人
の
在
留
関
係
手
続
・
帰
化
申
請

廃
棄
物
収
集
運
搬
・
処
分
業
許
可
申
請

料
理
飲
食
店
営
業
許
可
申
請
、
風
俗
営

業
許
可
申
請

会
社
・
法
人
設
立
手
続
、
議
事
録
作
成
、

賃
貸
借
・
売
買
等
各
種
契
約
書
作
成
等

著
作
権
登
録
申
請
、
知
的
試
算
経
営
等

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科（
外
国
語
）

•
実
践
英
会
話
コ
ー
ス
（
入
門
編
）

　
日
時
　
10
月
～
12
月
　
全
10
回

　
毎
週
火
曜
日
14
時
～
16
時

•
実
践
英
会
話
コ
ー
ス
（
実
践
編
）

　
日
時
　
10
月
～
12
月
　
全
10
回

　
毎
週
月
曜
日
18
時
15
分
～
20
時
15
分

•
韓
国
語
コ
ー
ス

　
日
時
　
10
月
～
12
月
　
全
10
回

　
毎
週
月
曜
日
　
18
時
～
20
時

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
共
通
事
項

定
員
　
5
名
以
上
で
開
講

受
講
料
　
各
２
５
，
0
0
0
円
　

申
し
込
み
　
9
月
27
日
（
月
曜
日
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
直
接
訓
練
校
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

はく�9月.indd   18はく�9月.indd   18 R3/09/09   14:50R3/09/09   14:50



館長 横川　秀明
Tel.0261-85-0726
Fax.0261-85-0723

白 馬 村 公 民 館 

Vol. 505
2021.9.21

1
館報はくば　Vol.505

8
月
6
日
か
ら
7
日
ま
で
ウ
イ
ン
グ
21

文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
信
州
の
伝
統
芸

能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
白
馬
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
信
州
・
ア
ー
ト
・
リ
ン
グ
ス
」
と
し
て
、

県
内
か
ら
古
来
受
け
継
が
れ
て
き
た
神
楽
、

太
鼓
、
人
形
芝
居
な
ど
の
伝
統
芸
能
の
魅

力
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
信

州
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能
と
巡
り
あ
え
た

感
動
や
継
承
の
大
切
さ
を
体
験
で
き
ま
し
た
。

白
馬
村
か
ら
も
「
日
本
ア
ル
プ
ス
　
白

馬
八
方
太
鼓
保
存
会
」「
切
久
保
神
社
　
尾

花
踊
り
」「
信
州
白
馬
　
塩
の
道
太
鼓
」「
飯

田
神
明
社
　
浦
安
の
舞
」
の
四
団
体
が
参

加
し
て
村
の
伝
統
芸
能
の
魅
力
を
発
信
し

ま
し
た
。
入
場
者
か
ら
は
普
段
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
伝
統
芸
能
の
素
晴
ら
し
さ
に

見
入
っ
て
し
ま
っ
た
と
喜
び
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
出
演
者
か
ら
は
こ

の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
子
ど
も
た
ち
が
一

生
懸
命
に
練
習
し
た
成
果
を
発
表
で
き
て

よ
か
っ
た
と
笑
顔
が
見
え
ま
し
た
。

公
演
の
模
様
は
、
後
日
ユ
ー
テ
レ
白
馬

を
通
じ
て
放
送
す
る
予
定
で
す
。

　1
9
9
8
長
野
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
　歓
喜
に
沸
い
た
ジ
ャ
ン

プ
団
体
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た

日
本
ジ
ャ
ン
プ
チ
ー
ム
の
感
動
秘
話
。

そ
れ
を
陰
で
支
え
た
テ
ス
ト
ジ
ャ

ン
パ
ー
た
ち
の
知
ら
れ
ざ
る
物
語

が
映
画
化
さ
れ
、
地
元
白
馬
の
エ

キ
ス
ト
ラ
も
多
数
出
演
し
て
い
ま
す
。

　監
督
は
映
像
作
家
の
飯
塚
健
。

テ
ス
ト
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
1
人
と
し

て
活
躍
し
た
西
方
仁
也
役
の
主
演

を
「
お
っ
さ
ん
ず
ラ
ブ
」
シ
リ
ー

ズ
、
ド
ラ
マ
「
あ
な
た
の
番
で
す
」

な
ど
の
田
中
圭
が
演
じ
て
い
ま
す
。

　出
演
は
他
に
、
土
屋
太
鳳
、
山

田
裕
貴
、
小
坂
菜
緒
（
日
向
坂
46
）、

濱
津
隆
之
、
眞
栄
田
郷
敦
、
古
田

新
太
ら
。

「
ヒ
ノ
マ
ル
ソ
ウ
ル
」
上
映
に
つ
い
て

�

～ 

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　舞
台
裏
の
英
雄
た
ち 

～

青
少
年
育
成
村
民
大
会
の
お
知
ら
せ

�

（
白
馬
村
社
会
福
祉
大
会
と
兼
ね
ま
す
）

信 州 の 伝 統 芸 能 フェス ティバ ル

日本アルプス白馬 八方太鼓

飯田神明社 浦安の舞

切久保神社 尾花踊り

信州白馬 塩の道太鼓

10
月
23
日（
土
曜
日
）
　13
時
30
分
～
　ウ
イ
ン
グ
21
文
化
ホ
ー
ル
に
て

・
白
馬
中
学
生
意
見
発
表

・
講
演
会

　「コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
育
て
と
家
族
の
関
係
」

　
　
～
コ
ロ
ナ
禍
の
教
育
　
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
到
来
～

　�

　講
師�

高
橋
　一
彦
　氏

�

（
高
橋
教
育
研
究
所
　教
育
ア
ナ
リ
ス
ト
）

　開
催
に
当
た
っ
て
は
、
感
染
防
止
対
策
に
万
全
を
期
し
、
三
密
を

避
け
る
た
め
に
入
場
制
限
、
検
温
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
な
ど
徹
底
し
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
感
染
状
況
に
よ
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開催日時
　10月9日（土曜日）　13時30分～／18時30分～　2回上映
開催場所
　ウイング21文化ホール　全席自由（250席限定）　　
チケット料金
　一般1,000円　中学生以下500円（当日券は200円増）
　ウイング21ホール友の会会員500円
　村内プレイガイドにて9月8日（水曜日）　前売�開始予定

白馬ウイング 21ホール友の会�主催
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村
の
文
化
財
め
ぐ
り
特
集
⑧（
筆
塚
編
）

筆
塚
と
は
明
治
5
年
の
学
制
発
布
以
前
に
寺
子
屋
や
塾
な
ど
で
勉
強
を
教
え
た
手
習
師
匠

を
、
門
弟
た
ち
が
恩
を
た
た
え
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
白
馬
村
に
は
十
数
基
あ
り
ま

す
。
村
内
に
私
塾
的
な
も
の
が
い
く
つ
あ
っ
た
か
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
白
馬
小
谷

地
区
で
最
初
に
建
て
ら
れ
た
筆
塚
は
大
出
地
区
に
あ
る
中
沢
師
翁
筆
塚
と
い
わ
れ
、
安
政

４
（
1
8
5
7
）
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
私
設
の
師
匠
宅
で
行
わ
れ
て
い
た
教
育
は
、

農
民
の
日
常
生
活
に
最
低
必
要
な
実
用
的
な
教
育
で
あ
り
ま
し
た
。
学
習
の
大
部
分
は
手
習

い
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
読
み
、
書
き
、
そ
ろ
ば
ん
」
で
す
。
師
匠
が
書
き
加
え
た
「
お
手
本
」

も
い
く
つ
か
残
っ
て
い
ま
す
が
、「
い
ろ
は
」
か
ら
始
ま
り
、
数
字
・
十
干
・
十
二
支
・
方
角
・

村
名
・
名
頭
・
国
尽
な
ど
が
中
心
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
村
内
の
教
育
の
草
創
期
に
学
恩

深
き
人
の
筆
塚
や
墓
碑
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

・
佐
東
明
清
筆
塚（
佐
野
東
徳
寺
）

・
小
林
章
矩
筆
塚（
三
日
市
場
反
田
）

・
野
間
政
張
先
生
墓
碑（
西
光
寺
跡

　堀
之
内
公
民
館
前
）

・
千
葉
祐
甫
翁
筆
塚（
新
田
）

佐
東
明
清
は
東
徳
寺
18
世
、
明
治
9

年
陸
郷
村
泉
福
寺
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
碑
の
中
央
円
内
に
「
明
清
」
そ
の

下
に
梵
字
を
大
書
し
て
あ
り
ま
す
。
背

面
に
「
明
治
八
乙
亥
中
建
築
之
」
と
あ

り
ま
す
。

章
矩
翁
は
小
川
村
瀬
戸
川
の
人
と
い

わ
れ
、
生
没
年
は
不
明
で
す
が
、
反
田

に
あ
っ
た
恵
日
堂
（
昭
和
22
年
5
月
20

日
焼
失
）
を
中
心
と
し
て
出
張
教
授
し

て
い
ま
し
た
。
側
面
に
は
維
時
文
久
三

癸
亥
歳
（
1
8
6
0
年
）
建
立
、
背
面

に
は
「
水
内
よ
り
安
曇
の
邑
に
ゆ
記
来

し
て
　
末
の
名
残
り
を
こ
こ
に
立
て
お

く
」
と
翁
の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
筆
弟
名
草
帳
」（
万
延
元
歳
）
に
よ
る

と
筆
子
は
堀
之
内
13
人
、
嶺
方
8
人
、

大
左
右
7
人
、
日
向
大
左
右
6
人
、
青

具
1
人
、
矢
（
谷
）
地
5
人
、
他
に
5

人
計
45
人
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。

堀
之
内
公
民
館
位
置
に
あ
っ
た
西
光
寺
は

明
治
初
年
に
廃
寺
と
な
っ
て
、
無
住
と
な
り

取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
7
年

か
ら
明
治
32
年
ま
で
堀
之
内
学
校
と
し
て
使

用
さ
れ
ま
し
た
。
西
光
寺
跡
の
石
仏
群
に
あ

る
墓
碑
銘
「
野
間
氏
之
墓
」
野
間
政
張
は
松

本
北
深
志
の
人
で
あ
り
、
明
治
14
年
4
月
4

日
堀
之
内
学
校
に
お
い
て
享
年
46
歳
に
て
亡

く
な
り
ま
し
た
。
草
創
期
の
堀
之
内
学
校
に

明
治
10
年
か
ら
14
年
ま
で
勤
め
、
充
実
発
展

に
力
を
尽
く
し
、
地
域
住
民
の
信
望
が
あ
り

ま
し
た
。

祐
甫
は
千
葉
県
出
身
、
故
あ
っ
て
新
田
に

住
み
医
を
業
と
す
る
か
た
わ
ら
、
お
堂
で
読

み
書
き
を
教
授
し
ま
し
た
。
正
面
に
「
朝
々

温
良
　
暮
々
愈
杳
　
筆
塚
」
右
側
に
は
「
志

ぐ
れ
来
や
一
樹
の
か
げ
も
他
生
の
縁
　
于
時

文
久
三
年
歳
（
1
8
6
3
年
）
在
癸
亥
寺
子

中
立
之
」
と
刻
ま
れ
、
台
石
に
は
寺
子
（
教

え
子
）
66
人
の
名
が
は
い
っ
て
い
ま
す
。

佐東明清筆塚

野間政張先生墓碑

小林章矩筆塚

千葉祐甫翁筆塚
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・
佐
伯
誓
信
師
筆
塚（
蕨
平
観
音
堂
）

・
中
沢
師
翁
塚（
大
出
六
部
塚
）

・
山
田
作
平
筆
塚（
沢
渡

　貞
麟
寺
）

蕨
平
の
観
音
堂
入
口
に
あ
る

「
筆
」
に
一
文
字
を
豪
快
に
刻
ん

だ
筆
塚
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
明

治
27
年
7
月
に
観
音
寺
の
住
職
で

あ
っ
た
佐
伯
誓
信
師
を
追
悼
す
る

筆
子
た
ち
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。
佐
伯
師
は
四
国
小
豆

島
生
ま
れ
で
、
大
町
の
観
音
堂
で

子
弟
の
教
育
に
あ
た
り
、
後
に
蕨

平
に
来
住
し
、
こ
の
地
で
没
し
ま

し
た
。
高
潔
な
方
で
書
道
の
教
授

を
主
に
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
師

の
晩
年
四
国
の
故
郷
か
ら
は
る
ば

る
師
を
訪
ね
て
き
た
身
内
の
も
の

が
あ
り
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
そ

う
で
す
。
身
内
の
帰
路
の
際
は
佐

野
坂
青
木
湖
畔
ま
で
見
送
り
、
一

期
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

大
出
六
部
塚
に
あ
る
中
沢
師
翁

塚
は
、
正
面
に
「
全
活
上
座
」
側

面
に
「
師
翁
塚
　
筆
子
中
　
安
政

四
巳
年
九
月
二
日
」（
1
8
5
7
年
）

と
あ
り
ま
す
。
大
出
の
観
音
堂
に

居
住
し
て
、
六
部
塚
に
葬
ら
れ
た

何
れ
の
国
か
ら
の
廻
国
僧
で
あ
り
、

終
の
棲
家
と
し
て
子
弟
の
教
育
に

当
た
っ
た
も
の
で
あ
り
白
馬
村
最

古
の
筆
塚
で
す
。

今
年
1
月
、
松
本
市
在
住
の
山
田
満
喜
さ
ん
か

ら
、
ご
自
宅
に
あ
る
筆
塚
を
生
ま
れ
故
郷
の
沢
渡

に
移
設
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
村
誌

な
ど
で
調
べ
て
み
る
と
明
治
初
期
に
、
山
田
家
は

現
在
の
白
馬
南
小
学
校
の
近
く
に
住
み
、
寺
子
屋

を
開
設
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
満
喜

さ
ん
の
曾
祖
父
に
あ
た
る
山
田
作
平
さ
ん
が
師
匠

と
し
て
、
20
人
余
り
の
子
弟
に
読
み
書
き
な
ど
を

教
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
建
立
は
明
治
の
終
わ
り

こ
ろ
と
思
わ
れ
ま
す
。
代
が
下
が
り
祖
父
猶
次
郎
、

父
鋼
蔵
と
長
女
満
喜
が
筆
塚
を
受
け
つ
い
で
い
ま

し
た
。
昭
和
39
年
沢
渡
に
残
し
て
あ
っ
た
塚
を
松

本
に
移
築
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
平
成
29
年
、
道

路
拡
張
に
よ
り
松
本
に
あ
る
筆
塚
を
移
転
す
る
こ

と
に
な
り
今
回
の
相
談
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、

貞
麟
寺
様
の
ご
配
意
を
得
て
、
庭
園
内
に
今
春
の

4
月
26
日
に
移
設
建
立
し
、
故
郷
に
帰
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
筆
塚
は
硯
を
模
し
て
あ
り
大
き
な

石
を
使
っ
た
彫
で
、
台
座
に
は
当
時
の
子
弟
、
寄

贈
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
村
内
、
各
地
区
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

筆
塚
や
師
匠
の
顕
彰
碑
が
あ
り
ま
す
。
建
立
の
経

緯
を
調
べ
て
み
る
と
私
設
の
教
育
機
関
で
あ
り
ま

し
た
が
、
組
織
化
さ
れ
た
形
で
子
弟
を
集
め
、
師

匠
に
よ
っ
て
教
授
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
画
期
的
で

あ
り
、
そ
の
後
の
学
校
教
育
へ
の
道
し
る
べ
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

佐伯誓信師筆塚大出六部塚にある中沢師翁塚

貞麟寺に移設建立された山田作平の筆塚

はく�9月.indd   21はく�9月.indd   21 R3/09/09   14:50R3/09/09   14:50



4
館報はくば　Vol.505

図書館だより
No.238

令和3年9月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

書　　名 著者名

初詣で 佐伯　泰英
遠（とおくの）巷説百物語 京極　夏彦
他者の靴を履く ブレイディみかこ
「勉強しなさい」より「一緒にゲームしない？」 岩田　拓真
きらきら鉱物菓子の作り方 ハラペコラボ
日本の原風景 安野　光雅
山を買いたい！
食卓で読む一句、二句。 夏井　いつき

書　　名 著者名

もしものくに 馬場　のぼる／作
かいけつゾロリのゾワゾワゾクゾクようかいまつり 原　ゆたか／さく・え
ちんあなごのちんちんでんしゃ 大塚　健太／作
キッチン実験室

【一般】

【児童書・絵本】

〇新着案内

〇お知らせ

・予約した本はすぐに確保されるわけではありません。
・詳しくは図書館までお問合せください。

― ９・１０月の休館日―
・毎週月曜日
・祝日（９／２０ ・ ９／２３）
・館内整理日（９／２４ ・ １０／２９）

貸出中の有無に関わらず、すべての図書の予約が可能となりました！
〇図書館利用案内

両親から引き継いだお店を営む姉妹。
居酒屋「ぼったくり」には、常連客と
うまい酒、料理、義理人情があるー。
美味しい料理と人々の出会いを描いた
短編連作小説。

いわく付きの旧校舎の調査に訪れた「渋
谷サイキックリサーチ」の所長・ナルと、
その手伝いをすることになった麻衣。調
査に加わるのは、個性的な霊能力者たち
で…。

ライオンが水を独り占めして、森の動物
たちはカンカンです。そこではじめて選
挙を行うことに。1人1票、誰にも見せて
はいけません。民主主義とは何か、考え
るきっかけになる絵本。

なんでも絵に描く変わり者？、理想
の？、お父さん。『大家さんと僕』の
著者が、実父とのほのぼのした日常を
描いた漫画。

長い間、山のてっぺんに1人で住んで
いた巨人。ある晩、街にあった一軒家
をこっそり持ち帰ります。それから何
度も、お店や家を持ち帰るけど、心は
独りぼっちのまま…。

閉店した洋菓子店の常連客だったマダ
ムが開いた、ちょっと風変わりなお菓
子教室。生徒は1人だけ、参加条件は
悩みがあること…。

『居酒屋ぼったくり1』　
秋川　滝美

『ゴーストハント1』
小野　不由美

『どうぶつせんきょ』
アンドレ・ホドリゲス／作

『ぼくのお父さん』
矢部　太郎

『街どろぼう』
junaida

『バニラな毎日』
賀十　つばさ

今月のおすすめ本

震災で行方不明になっ
たはずの友人が、9年後
ドイツで暮らす私の元に
現れたー。忘却される震
災の記憶、内陸部で震
災の被害を免れた「私」
の贖罪の念。感性豊か
に描かれる、静謐な物語。

内容紹介

『彼岸花が咲く島』
李　琴峰

『貝に続く場所にて』
石沢　麻依

第165回 芥川賞受賞
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９月～1 0月　保健ガイド

21日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■休・祝日緊急当番医表

月日 曜日 北部地区
（白馬・小谷） 大町市内 南部地区

（池田・松川） 歯科 白馬村内薬局
当番店

  9月23日 木 しんたにクリニック 横澤内科医院 吉村医院 あづみ病院 池田町（0261）61-1168 フジノヤ薬局
  9月26日 日 小谷村診療所 市立大町総合病院 あづみ病院 小田切歯科医院 池田町（0261）62-3134 ―
10月  3日 日 栗田医院 野村クリニックみどりクリニック 金子歯科医院 大町市（0261）23-2200 太田薬局
10月10日 日 横沢医院 大町協立診療所 あづみ病院 丸山歯科クリニック 松川村（0261）62-0648白馬アップル薬局
10月17日 日 神城醫院 伊東医院 はーぶの里診療所 いとう歯科医院 松川村（0261）62-8880 フジノヤ薬局
10月24日 日 しんたにクリニック いしぞね内科・外科クリニック 平林メンタルクリニックにこにこデンタルクリニック 大町市（0261）23-5612 フジノヤ薬局
10月31日 日 白馬診療所 柿下クリニック 近藤医院 西澤歯科医院 大町市（0261）22-5091 フジノヤ薬局

■ 予防接種 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

  9月28日（火） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
10月  8日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
10月29日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

■ 乳幼児健診等 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

  9月22日（水） 1歳半健診 2020年1月11日～3月10日
  9月27日（月） PT(理学療法士)相談 予約制
  9月29日（水） よちよち相談 2020年5月～６月生
  9月30日（木） 2か月育児相談 2021年７月生
10月  1日（金） あそびの教室ほっぷ③ 2019年6月～8月生
10月  4日（月） 育児相談 予約制
10月  6日（水） 乳児健診 2021年5月生・2020年11月生
10月15日（金） 2歳歯科検診 2019年6月～9月
10月19日（火） 2か月育児相談 2021年８月生
10月20日（水） 3歳健診 2018年7月16日～8月生
10月25日（月） PT(理学療法士)相談 予約制
10月28日（木） ２歳相談 2019年9月～10月生

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

  9月28日（火） 10：00～15：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター
２階　福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-0713

※電話でご予約ください(匿名可)。相談時間は1人30分程度です。

■心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

10月13日（水） 13:00～15:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

司法書士
人権擁護委員
民生児童委員

白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

■ 子育て支援ルーム
※ 現在、支援ルームは自由利用となっています。新型コロナウイルス感染の状況により、閉室又は開室時間の変更をする事もありま

すので、ご不明な点がある時には、子育て支援ルーム ( ☎ 0261-72-3025) までお問合せください。
　白馬村子育て支援アプリ “ 母子モ ” にも掲載します。
◎支援ルームご利用の際は、必ず検温をしてからお越しください。
　入室したらまず、手洗いと健康確認チェックシートの記入をお願いします。
◎今年度より登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入もお願いします。
※ 9 月、10 月はイベントの計画もしていますが、感染症の状況により未定です。　

■弁護士無料法律相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

11月10日（水） 13:00～15:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

太
オ オ タ

田　康
ヤスロウ

朗　弁護士 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。
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人口：8,476 人　男：4,247 人　女：4,229 人　世帯数：3,949 世帯
（令和 3年 9月 1日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）
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編集後記
9月に入り、ようやく過ごしやすい気候の毎日となりました。
今年も全国的に大雨による災害が発生し、8月前線による大雨では県内でも大きな被害がありました。
これからも台風の発生しやすいシーズンとなりより一層の警戒が必要となります。
今一度ハザードマップでお住いの場所の確認や、「白馬村防災ナビ」のダウンロード等、災害の起きる前に
できる準備をお願いします。� (広報編集担当：田中)

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数1268人
（令和3年 2月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！
広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

夏の夜を楽しむ

ナイトバガテル＆夏のスイーツフェアが７月23
日と24日、河津バガテル公園で行われました。
イベントでは、谷津地区のてらまち会によるプ
ロジェクションマッピング投影やフランス広場の
店舗が「海」をテーマにオリジナルスイーツを販
売するなどして来園者を楽しませました。
また、夜の園内をトゥクトゥクで巡る周遊も行
われ、親子連れなどが幻想的な夜の園内を楽しみ
ました。

長距離列車「WEST EXPRESS 銀河」
がやってきた !

JR西日本の長距離列車「WEST�EXPRESS　銀
河」が、京都〜新宮間を運行しています。
太地駅には約15分間停車します。駅では、くじ
らの竜田揚げのふるまいや、町の紹介DVDの上映、
名産品の販売などで、乗客の皆さんをお出迎えし
ています。
列車は、新宮駅を出発し、太地駅のほか、紀伊
勝浦駅、古座駅、串本駅、周参見駅などに停車し、
12月まで紀南ルートを運行します。

オランジェリーに投影されたプロジェクションマッピング
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